
足助の町並みを活用した地域活性化の推進に関する協定について 

１ 課題・目的                                         

 豊田市の重要な地域資源である足助の町並み「重要伝統的建造物群保存

地区」（以下「重伝建地区」という。）は、近年、人口減少（特に若者世代）

及び少子高齢化によるコミュニティの弱体化や観光需要の減退により、放

置され荒廃する物件の増加、街道沿いであっても除却される案件が出現し

ています。このままでは歴史的な足助の町並みを維持できず、将来的に重

伝建地区の存続も危ぶまれる状況にあると考えています。 

 これまでも、市補助金等により文化財の保存・活用に取り組んできましたが、所有者の努力だけ

では文化財の維持・継承は困難な状況が顕在化してきており、これまで以上に踏み込んだ取組が必

要です。そのため、足助の町並みの建造物の「活用の活発化」を図り、歴史・文化を活かした足助

の町並み再生を図ります。 

２ 連携協定について                                         

足助の町並みの建造物の「活用の活発化」のためには、法人や個人事業主が足助の町並みで営利

事業を行い、その事業収益が町並みに再投資されることが有効です。そのため、市補助金だけでな

く、足助の町並みで事業活動をしたい法人・個人事業主を支援するための地域が一体となった取組

が必要であり、豊田市は、地域の課題解決に取り組む地域団体である「足助まちづくり推進協議会」

と、古民家再生・活用による営利事業や古い町並み再生への知見や実績がある「株式会社つぎと」

（公募型プロポーザルにより選考）との一時的ではない継続的な取組を開始します。 

（１）協定による全体像 

協定による事業の全体像は下図のとおりです。支援する法人・個人事業主が、金融機関等から

投融資を受けながら足助の町並みエリアの物件開発を行い、町並みの収益拡大と魅力向上を継続

的に図っていきます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）協定役割分担（●メイン、○協力）  

役割 

分担 
地域調整 

企業・個人 

事業主支援 

所有者支援 

足助の町並み活用計画 
主体事業者 

発掘･支援･育成 全体計画 
個別物件計画 

(旧田口家含む) 

市 ● 〇 ● ● ● 

（株） 

つぎと※ 
 ● 〇 〇 〇 

地域 ●     

※市が行う足助の町並み活用計画策定は（株）つぎとへの業務委託により実施。 

事業イメージ 「（仮）足助の町並み活用計画」 

来訪者 
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連携 

（株）つぎと 

豊田市 

足助まちづくり 
推進協議会 
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除却され断絶する町並み  


